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シンボルの説明:

ボールを持たない赤い駒
赤い駒の移動

ボールを持った赤い駒
黄色い駒の移動

赤いゴールキーパー

ボールを持たない黄色い駒
ボールをパスする

ボールを持った黄色い駒


ゲームボード:

コーナーアーク
ハーフウェイライン
ペナルティエリア

エンドライン
センターサークル
サイドライン

ゴール

ゲームのルール:

２人で行う戦略的なゲーム。１２歳以上

ゲームの内容物：

1
ゲーム盤

22
駒

1
ボール

1
ダイス

1
ルールブック

1
戦略ブック

ゲームの目的:

できるだけ多く敵陣のゴール（反対側に位置している）めがけてシュートする。

一定時間経過した時、最も多くのゴールを決めたプレイヤーが勝ち。同点の時は、引き分けです。

ゲームの準備：

各プレイヤーは好きな色で１１個の駒を取り、緑のドットで示されたところに配置する。ゴールキーパーは円形マークが書かれたところに置く。ダイスを振り、大きい目が出た人からプレイする。ボールはセンターサークルの中の自分の駒の下に置く。

相手プレイヤーは自分の駒をセンターサークルから取り除き、自分のハーフ内の１／４円に置く。

ゲームの開始：

手番プレイヤーがダイスを振ることでゲームは始まり、開始位置から好きな方向にキックオフする。

手番は交互に行い、以下の３つのアクションのいずれかを行う。

ゲームの状況によっては、行えないものもある。

1.駒の移動：

駒は、前のターンで相手の攻撃の結果かルール上ボールを蹴ることを強制（ゲーム開始時、ゴール後の継続プレイ、スローイン、コーナーキック、ゴールキック）されない限り、移動することができる。

2.ボールを蹴る：

ボールが駒の下にある時のみ蹴ることができ、ボールと一緒に移動することはできない。

3.攻撃

ボールを持っているプレイヤーは攻撃される。攻撃された相手は次のターンにボールを蹴ることを強制される。

1.駒の移動

・プレイヤーは自分の駒しか移動できない。

・駒は前・後・横に移動できる。ダイス目（１－６）に従って、決めた方向に全てダイス目を消費して移動しなければならない。

・移動中の方向変更は、フィールドの端（サイドライン、エンドラインとゴール）か攻撃する時のみ。

・ななめ移動はできない。

・複数の駒が同じ場所に入ることはできない。

・移動時はゴールキーパーも含め、別の駒を飛び越えても良いが、別の駒がいるところで移動を終えてはならない。

・駒がボードの端に到達したら、使い切るまで右方向に移動する。

Permitted Moves:

・駒はフリーなマスに移動する

・駒が別の駒を通り過ぎる

・駒がボードの端に到達して、左右に移動する

・駒がゴールに到達して、左右に移動する

Prohibited Moves:

・ダイスで３が出た。Bild5の図のように矢印の方向に進むことはできない。何故なら、最後のマスにはボールを持っていない相手プレイヤーがいるからです。

・駒はもともとの方向に進みつづけることができる間は方向を変えることはできない。

・駒はコーナーかゴールのとなりに来たら移動しなければならない。１８０度ターンはできない。

・ななめ移動は不可

・ボードの端に到達したら、必ず曲がる。この場合は必ずボーダーに並行して移動を終えるはず。

2.ボールを蹴る。

プレイヤーがボールの上に位置する駒を持っている場合、その駒はボールを蹴ることができる。

ボールを蹴ったら、前か横か後ろに飛ぶ（ナナメは無い）。飛ぶ距離はダイス目に一致する。

ボールを蹴った駒は、その場所に残る。駒とボールは同じターンには一緒に動かないので、

駒がボールと共に走ることはできない。ボールは決して移動中に方向を変えない。

許されるボールの動き

赤い駒（Ａ）は、５を出した。黄色い駒を超え、別の赤い駒（Ｂ）に蹴った。

（Ｂ）は、今ボールを持っている。

ボールができること：

・誰かがいる場所に止まる

・誰もいない場所に止まる

・敵／味方の駒を超える

・場外に出る

・ゴールの中に入る。これは結局得点になる。

・ペナルティエリアにいるゴールキーパーを通り越す事はできない。

ボールができないこと：

・駒と同様、場外に出ずに、左右に曲がる

・ナナメに蹴る！

3.Attack:

アタックはプレイヤーの駒がボールを持つ相手と同じマスで移動を終えた時に起こる。

例)

黄色プレイヤーは３を出し、矢印の方向に移動して赤い駒を攻撃した。

黄色は攻撃駒をX印の隣接するマスのいずれかに置く（Bild 7）。赤は次のターンで必ずボールを蹴らなければならない。もし、これらのマスが全て塞がっていた時は、Dの位置に置く。

ゴールキーパー:

キーパーがペナルティエリアにいる時、ボールはキーパー越えしない。

この時はキーパーがボールをキャッチする。

キーパーは、他の駒と同じように動く。

キーパーがボールを持っている時は攻撃される。

キーパーがペナルティエリアの外にいる時は、ボールは他の駒と同様に通りすぎていく。

キーパーがボールをキャッチするのは、敵味方関係ありません。

ゴール：

ボールがゴールの４つのマスのいずれかに入った時得点が入る。

ゴールするのにピッタリの目を出す必要は無い。

ゴールは横からも狙える。

例）

ゴールはＡの位置から4,5,6で入る。
Ｂの位置でも同様。

Ｃからはキーパーがいるのでゴールできない。

ゴールした後の継続プレイ

ゴールしたプレイヤーは相手ハーフにいる全ての駒を取り除き、自分のハーフ内の緑の円に再配置しなければなない。自分のハーフにいる駒を再配置しても良いがこれは任意です。

防御側も同様に、相手ハーフの駒は自分のハーフに再配置し、自分のハーフの駒は任意で再配置できる。

ボールと駒を自分の側のセンターサークルに置いて再開する。

ボールが場外に出た時：

ボールが場外に出たら、スローイン、コーナーキック、ゴールキックのいずれかを行う。

スローイン：

もし、プレイヤー１のボールがサイドラインを越えて場外に出たら、プレイヤー２がスローインを行う。

ボールは出た場所に置く。プレイヤー２は好きな選手をボールの上に置き、ボールを蹴る。

もし、場外に出たエリアがプレイヤー１の駒によって占められている時は、サイドライン上の最も近いところに置く。

例）

赤は５を出し、矢印の方向で場外にキックした。よって黄色のスローインになった。

ボールはAのマークのところに置かれて、黄色はすぐボールを蹴った。もし、Aが赤の駒で占められている時は、黄色は２つの境界にある(x)のいずれかを選択してスローインする。

コーナーキック：

もし、プレイヤー１が蹴ったボールが自分のゴールラインを割ったら、プレイヤー２はコーナーキックを得る。ボールを一番近いコーナーアークに置き、好きな選手をその上に置いて、コーナーキックを行う。

例）

攻撃した後（攻撃者は説明に無い）赤は３の目でボールを蹴り自分のゴールラインを割った。

（敵に直接パスしたりオウンゴールするよりマシ）

黄色はコーナーキックを得た。ボールを矢印で示されたアークに置く。

もし、そこに赤の駒がいた場合は、(x)の境界マスのひとつに置く。

ボールの上に自分の駒を置いて蹴る。

ゴールキック：

もしプレイヤーの蹴ったボールが相手のエンドラインを割ったら、相手はゴールキックを得る。

ゴールキックはすぐ行う。

誰がゴールキックを行うのか？

・もしキーパーがペナルティエリアにいるなら、同じ場所からゴールキックを行う。

・もし、キーパーがペナルティエリアにおらず、別の駒がペナルティエリアにいるなら、この駒が

ゴールキックを行う。

・もし誰もペナルティエリアにいないなら、ゴールキーパーがペナルティエリア内のリングに

再配置され、直ちにゴールキックを行う。

ゲームの終了：

ゲームを介しする前にゲーム時間を決めておく必要がある。

オプション１

・勝つための最低得点を決めておく。

オプション２

・ゲームスコアが3:0,3:1,2:2になったら終了する。

もし得点が2:1なら、次のゴールが決まると終了する。

オプション３

ゲームは決まった時間で終了する。９０分かそれ以上で終わるのが望ましい。

時間が来たら、プレイヤーのひとりが、自分のハーフでボールを取るまでゲームは続く。

これは攻撃側が相手ハーフでボールを持っていたら、ゲームはボールを取られるか、得点するまで続く。

オプション4

事前に設定した得点(Option2)と時間制限(Option3)のコンビネーション。

もし、４時間たっても設定した得点に達しない場合は、点の多い方が勝ち。

引き分けもありうる。
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